
 

   

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

◎スマートフォンについて基礎的な知識と操作方法を習得する講座です。 

 

 

 

 

 

  

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

令和４年（２０２２年）５月１日 第 403 号  
発行：熊本市大江交流室・公民館 
〒862－0971 熊本市中央区大江 6－1－85  

    ※市立図書館となり 
 372－0313  FAX 372－8618 
熊本市配布文書 第 3 号 

 

期 日 ６月21日（火）、22日（水）、23日（木）（連続３回） 

時 間 午前10時半～正午 

講 師 アビリティスクール・マリオネット講師2人 

対象・定員 20歳以上  アンドロイドスマホを持参できる方 14人（応募者多数の場合は抽選） 

費 用 資料代600円 

準備物 筆記用具 

〆 切 5月３１日（火）      

 

◎初心者向けの手話講座です。 
ぜひこの機会にチャレンジしてみませんか！ 

 

期 日  6月７日、１４日、２１日、２８日、 

7月５日、１２日  （すべて火曜日 全６回） 

時 間  午後７時～８時半 

講 師  田中 みさ代さん 

対 象  20歳以上 

定 員  1５人（応募者多数の場合は抽選） 

参加費  無料 

〆 切  ５月２４日（火） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 5月の休館日 》 

２日・９日・１６日

2３日・３０日  

以下のような方法で申し込みができます。ただし、申込み多数の場合は抽選となります。 

【往復ハガキによるお申し込み】          【窓口でのお申し込み】 

     ○応募者１人につきはがき１枚。締切日必着。        ○応募者1人につき63円ハガキ1枚を持参ください。 

【往復はがきの書き方】 

【インターネットによるお申し込み】 

                              ○5月3日（火）はじめての手話講座 

                                  〇5月10日（火）スマートフォン入門 

大江公民館ホームページの主催講座申込より 

ご希望の講座を「よろず申請本舗（外部リンク）」

からお申込みください。 

※公民館では切手・はがき類は取り扱っておりません。 

※往復はがきでのお申込みにつきまして、切手代が不足した往復はがきは公民館では受け取りを行いません。 

この場合、応募の受付ができませんので、ご了承ください。 

※応募者多数の場合は、締切日翌日の午前10時より公開抽選を行い、返信ハガキまたはメールにて結果を発

送いたします。 

 

□63（往信）表 

〒862-0971 

中央区大江 
6丁目1－85 
 

大江公民館 

□63（返信）表 

ご自分の 
 

〒  

住所 

氏名 

（往信）裏 

１ 講座名 

２ 住所 

３ 氏名 

４ 年代 

５ 小学校区 

６ 電話番号 

（返信）裏 
 

なにも書か

ないでくだ

さい。 

上記の年間主催講座の募集案内は、4月１５日（金）時点での募集案内です。今後の新型コロナウイルスのリ

スクレベルの状況によっては、開催の中止や延期、回数を変更する場合があります。 

「障害を理由とする差別の解消に関する法律(障害者差別解消法)」が2016年4月1日に施行され、6年が経

ちました。私たちが暮らしている地域社会は、さまざまな心身の特性や考え方をもつ「多様な人」で構成されて

います。しかしこれまでに、こうした多様な人を享受できず、障がいのある人に対する差別や、障がいのある人

はかわいそうで一方的に助けられるべき存在といった誤った理解があることは否めません。 

2017年2月のユニバーサルデザイン2020関係閣僚会議において、「障害の有無にかかわらず、女性も男性も、

高齢者も若者も、すべての人がお互いの人権や尊厳を大切にし、支え合い、誰もが生き生きとした人生を享受す

ることのできる共生社会」を目指すとしています。 

 この共生社会をつくるためには一人一人が相互に理解を深めようとコミュニケーションを取り、支え合う「心

のバリアフリー」が必要です。自分とは異なる条件をもつ多様な他者と交流をはかり、すべての人が抱える困難

や痛みを想像し共感する力をつけなければなりません。 
 

 

 

 
【法務省ﾁｬﾝﾈﾙ】 
朗読動画「みんなのヒーロー」[中学生人権作文コンテスト内閣総理大臣賞] (約7分) 
「心のバリアフリー」ってこんなことだなと考えさせられる作品です。 
  

多様な人が支え合う共生社会をつくるために「心のバリアフリー」を 

ひとにやさしい、じぶんにやさしい 
あたたかい話題をとどけます！ じんけんコラム ホッと❤スペース 

児童室からのお知らせ 

◎5月から利用時間が変わります。 

 9:30～16:00（12:00～13:00は消毒のため閉室） 


